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編集後記

私立大学に勤めて社会学の教育に関わっていると、とりわけ大学院のレヴェルで、研究者養成の

機能を果たすことが年々難 しくなっていくのを感 じます。あたかも専門の研究者を育てるのは一部

の国立大学に委ねておけばよいとでもい うような政策的誘導が、じわじわと効果を発揮 し始めてい

るようです。しかしその中にあって、慶慮義塾大学は、高度の研究機能と教育機能を結びつけるこ

とのできる数少ない私立大学のひとつであり続けているように見えます。なぜそれが可能なのか。

説明を一言に尽くすことはできませんが、さまざまなメディアやチャンネルを通じて世代を超えた

経験の伝達がなされていることが、そのひとつの要因かもしれません。『三田社会学』も、ささやか

ながら、その継承の輪の一端を担 うものであることを願っています。

本年度も、刊行にあたり、三田哲学会からの助成をいただきました。記 して感謝いたします。
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